
（別紙３）

～ 令和7年8月31日

（対象者数） 46 （回答者数） 23

～ 令和7年8月31日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

更にコミュニケーションを取りあいながら、

お子様を第一に考えたレッスンを展開していけるように

心がけて取り組んでいく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
指導員とのコミュニケーションや、

会社との関わりを強化していくこと

2
しっかりと共有をして、全員が認識ができるように

していく。

3

○従業者評価実施期間

○事業所名 コペルプラス武蔵藤沢教室

○保護者評価実施期間
令和7年8月1日

○保護者評価有効回答数

令和7年8月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年10月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

人員不足
会社との兼ね合いが難しい所

メンタル的に続けるのが難しい

共有事項
お子様の基本的情報（薬、アレルギー）等、

人員の入れ替えがあるので、全員が理解できていない。

支援に対して、真剣に考えて取り組める

指導員同士、連携して情報を伝え合い、

次のレッスンに繋げている。

都度、コミュニケーションを取り合っている。

事業所における自己評価総括表公表


